
新しいお友だちや先生も加わって、いよいよ新年度が度
スタートします！
３月後半は新年度準備に向けて、新しい保育室で過ごし

ていた子どもたち。感染性の胃腸炎もあり大変な期間でし
たが、その中での「お兄ちゃん・お姉ちゃんになる」子ども
たちの思いが現れたエピソードを紹介したいと思います。
ひかり組Ｔちゃんが年中のＴ君と遊びたい様子でした

が、なかなか誘えずいました。しばらくして、「そうだ！一
緒に絵本を読もう」と思い、勇気を振り絞って「一緒に読も
う！」と誘うことが出来ました。すると、Ｔ君は嬉しい表情
を見せつつも、「Ｔね、字読めないよ」とちょっぴり困り顔。
側にいた保育者が「読めなくても大丈夫！一緒に横で見
てあげたら？Ｔ君がいいんだって♪」と伝えると、嬉しそう
にＴちゃんの横に座って一緒に読み始めました。小さいお
友だちに初めて頼られたことで困った表情もあったＴ君で
したが、笑顔で絵本を読んでいる姿からは、とても嬉しい
出来事だったんじゃないかなと思うことでした。
めぐみ組で大きな声で泣くこともあ

った１歳児のＹちゃん。ひかり組で過ごし
た準備期間に、保育者同士で「Ｙちゃん
あんまり泣かなくなったよね。」と話し
ていると、本人が「Ｙちゃんね、泣かな
いの！」と笑顔で保育者に伝えに来たそうです。幼いなり
に、”ひかり組さんになる！”という思いがあったことに嬉
しく思う場面でした。
先日、「絆が育む心の世界」というテーマでリモート研修

を受けました。子どもたちのありのままの姿を受け入れ、そ
の時々の嬉しい、不安、困った、イヤ等という気持ちに寄り
添うことが大切だということでした。新年度がスタートし
て担任や保育室などの環境が変わる中、子どもたちも嬉し
い反面、不安な気持ちも出てくるかと思います。そんな時、
「いっぱい泣いていいんだよ！」と子どもたちの気持ちに
寄り添える保育者でありたいと思います。今年度も子ども
たちの成長していく様々な表情を見られることをみんな
で楽しみにしています。今年度もどうぞよろしくお願いしま
す。 冷水

２０２２年度 年主題〈つながって～今、わたしを生きる～〉
0･1･2歳児４月主題 ｢はじめまして｣「よろしくね」 3･4･5歳児４月主題 「はじめの一歩」
月のねがい 月のねがい
◎神さまからお預かりしたいのちとして大切にされる ◎新しい生活の場で神さまの愛を感じる時、賛美や祈りの時を心地よく
◎自分のありのままを表現して受け止めてもらう 感じ、安心して過ごす
◎保育者と祈ったり、賛美する中で神さまと出会う ◎これまでの関わりに重ね、新たに出会った保育者や友だちと交わる
◎受け入れてもらえる安心感をもち、過ごす 中で居場所が生まれる
◎春の草花、虫などに触れ、心を開いていく ◎光･風･草花･虫など、自然のおもしろさ･美しさを楽しむ

5月の行事予定

9日～ 14日 家庭訪問(３才以上）

10日(火) 誕生会(2才以上 4･5月)
12日(木) 交通安全教室･弁当日
18日(火) 役員会
21日(土) 親子遠足・弁当日

父母の会総会

28日(土) めぐみ誕生会(4～ 6月)
健康診断 ・避難訓練

４月の行事予定

2日(土) 入園式・新年度クラス会
5日(火) 父母の会役員会
8日(金) 始園式（１号午前保育）
～ 14日 １号新入園児慣らし保育

28日(木) 弁当日
田植え ・避難訓練

令和４年度新学期がスタートしました！

私たちが保育の中で大切にしたいもの

幼児賛美歌Ⅱより

この花のように 美しい心を

神さまください 小さなわたしにも
この花のように 人々を愛せる

心を下さい 小さなわたしにも 園長

☆一人ひとりを大切に
子どもたちは神さまから命を与えられ、

愛されているかけがえのない存在です。
その個性と人格をありのまま受け止め、

尊重することが第一歩です。

信頼関係を築くなかで、

子ども自身が自分を信じ、
自分らしい歩みをはじめることが出来る

ように、絶えず応援したいと思います。

☆知りたい、やってみたい！！
子どもが夢中になって、生き生きと遊ぶ事

は”生きる力”に繋がります。工夫したり、

悩んだり、納得するまで繰り返す中で、思
考力や騒動力そして、”意志”が育まれま

す。好奇心や探究心を大切に受け止め、子

どもと共に心を動かしていきたいと願って

います。

☆友だちっていいな！
友だちと遊ぶなかで、子どもは自分と他者の違いを知っ

ていきます。たくさんのぶつかり合いや葛藤を通して、

悩み、考え、やがて理解し合い、”共に生きる”ことを学

んでいきます。認め合い、力を合わせることの楽しさ、
喜びを味わうまでの道筋を大切にしたいと思います。

☆神さまの恵みを知り、世界に目を向ける
自然の美しさや不思議さに気づき、

その恵みに感謝する心を育みます。

けれども、世界に目を向けるとき、現実には人と自然との関

係や、国と国との関係に多くの課題があります。

人と自然との調和、世界の平和に、私たちがどう貢献できる
のか、共に考え、祈り、やがて行動できる人になりたいと願

います。
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今月の聖句 「わたしは よみがえりです。いのちです。」
ﾖﾊﾈ 11:25

教会の一大イベントはクリスマスと思っている方は多いでしょうが、実はイエス・
キリストの復活を記念するイースターの方がはるかに大きなイベントです。欧米の教
会では、特にその傾向が強いのです。最近では、イースターを迎える春の季節には、
日本でもコンビニやスーパーでイースターエッグのチョコレートを見るようになりま
した。そのように一般社会に浸透する程、教会はイースターを大切にしてきた歴史が
あります。イースターはいのちの尊さ、重さに思いを寄せる時でもあります。近年、
私たちは様々な出来事に遭遇する中で、いのちの尊さ、重さを思わされています。新
型コロナ、毎夏起こる水害、地震、そしてウクライナで起こっている悲しい出来事…。
どれを取ってみても、いのちの尊さ、重さを考えずにはおれないものばかりです。
いのちを大切に出来るかどうかは、幼児期の体験が大きく左右します。あのアドル

フ・ヒトラーは複雑な家庭環境で育ち、愛情に飢えて育てられた経歴を持ちます。独
裁者となってから、飼っていた犬に愛情を注ぐ一方、６００万人ものユダヤ人虐殺に
手を染めました。これは、子どもの頃に十分な愛情を受けて育つことが、どれだけ大
切なことであるかを物語っています。幼少期に必要な愛情を受けて育った子は、大人
になってからも、いのちの尊さ、重さが分かります。いのちを大切にする大人になっ
ていきます。各家庭で、こども園で、子ども達がそのように愛され、豊かに成長する
ように、祈ってやみません。 西之表基督教会 協力牧師 池田基宣

つ
な
が
っ
て
生
き
る
喜
び

木
々
の
緑
が
キ
ラ
キ
ラ
と
陽
の
光
に
反
射
し
て
い
ま
す
。
園
庭
に
色
鮮

や
か
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
花
々
や
遊
具
た
ち
が
、
新
し
い
こ
ど
も
た
ち
を

歓
迎
し
て
い
る
よ
う
で
す
。ア
マ
リ
リ
ス
は
や
っ
と
蕾
が
膨
ら
み
始
め
、ツ
ツ

ジ
も
今
年
は
ゆ
っ
く
り
の
よ
う
で
す
。ご
入
園
、ご
進
級
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
改
め
て
、
続
く
ご
縁
と
新
し
い
ご
縁
に
心
か
ら
感
謝
し
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
育
ち
を
共
に
願
い
、
平
安
の
祈
り
を
日
々
重
ね
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

本
年
度
の
キ
リ
ス
ト
教
保
育
の
年
間
主
題
は
、「
つ
な
が
っ
て
～
今
、
わ

た
し
を
生
き
る
～
」
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
年
間
主
題
は
保
育
目
標
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
日
々
保
育
を
営
む
中
で
、
常
に
「
立
ち
返
る
場
所
」と
し

て
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
の
中
、つ
な
が
り
が
断
た
れ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
与
え
ら
れ
た
年
主
題
だ
と
思
い
ま
す
。
当
た

り
前
の
よ
う
に
出
来
て
い
た
事
が
、
縮
小
や
延
期
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
に
置
か
れ
る
。
一
つ
一
つ
を
精
査
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
何
が
大
切

な
の
か
を
問
い
な
が
ら
決
断
す
る
連
続
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
一
通
り
の

行
事
や
活
動
が
達
成
で
き
た
こ
と
は
、
ま
さ
に
恵
ま
れ
た
こ
と
感
謝
で
し

た
。
毎
朝
の
礼
拝
の
聖
話
や
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
、
共
に
捧
げ
る
祈
り
や
讃

美
を
通
し
て
与
え
ら
れ
る
神
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
。
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
で

健
全
な
育
ち
を
願
い
合
う
保
護
者
の
方
々
と
職
員
と
子
ど
も
た
ち
と
の

つ
な
が
り
。
そ
し
て
、
園
を
取
り
巻
く
豊
か
な
自
然
や
園
内
の
様
々
な
事

象
な
ど
の
環
境
と
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
の
中
で
、
感
性
を
震
わ
せ
る
体
験
を
重
ね
る
こ
と
。
子
ど

も
同
士
、
保
育
者
と
こ
ど
も
た
ち
が
、
思
い
や
考
え
を
出
し
合
っ
て
遊
び

や
生
活
を
創
り
出
す
こ
と
。そ
し
て
、
神
さ
ま
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
子
ど

も
の
命
と
成
長
の
一
コ
マ
を
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と
共
有
し
共
感
で
き
る

こ
と
。
子
ど
も
に
相
応
し
い
生
活
と
は
何
か
を
常
に
考
え
な
が
ら
、
共
に

喜
び
あ
え
れ
ば
と
願
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
在
園
中
に
何
度
も
耳
に
さ
れ

る
言
葉
、「
タ
イ
ケ
ン
・
タ
ン
ケ
ン
・
タ
イ
ヘ
ン
」
が
幼
児
期
の
子
ど
も
た
ち

に
は
必
要
だ
と
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。
保
育
活
動
や
行
事
で
味
わ

う
様
々
な
体
験
（
出
会
い
）
。
様
々
な
事
象
へ
の
興
味
・
関
心
と
集
中
探

検
（
探
求
）
。
そ
し
て
、
少
し
大
変
（
克
己
）
な
こ
と
に
も
挑
戦
す
る
意

欲
。
今
年
も
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
共
に
育
ち
合
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

集
団
生
活
を
初
め
て
経
験
す
る
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
園
生
活
は

期
待
と
不
安
の
混
じ
っ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
初
め
て
の
環
境
は
大
人
で
も

緊
張
し
ま
す
。
何
よ
り
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
だ
よ
！
」
と
い
う
言
葉
が
安
心
へ

と
導
き
ま
す
。「
わ
た
し
た
ち
は
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
見
え
な
い
も
の
に

目
を
注
ぎ
ま
す
。
見
え
る
も
の
は
過
ぎ
去
り
ま
す
が
、
見
え
な
い
も
の
は

永
遠
に
存
続
す
る
か
ら
で
す
。
」
と
聖
書
に
あ
り
ま
す
。
神
さ
ま
が
与
え

て
下
さ
る
こ
の
環
境
の
中
で
、つ
な
が
っ
て
育
ち
合
う
生
活
を
目
指
し
て

参
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
あ
る
が
ま
ま
の
”
自
分
”を
し
っ
か
り
と
生
き

て
い
け
る
よ
う
祈
り
つ
つ
、
保
護
者
の
皆
様
と
心
を
込
め
て
寄
り
添
う
こ

と
が
で
き
ま
す
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
収
束
と
い
う
晴
れ
間
は
見
え
ま
せ
ん
が
、い
つ
の
日
か
必
ず

厚
い
雲
が
去
り
、
陽
光
が
差
し
て
く
る
日
を
祈
り
つ
つ
待
ち
ま
し
ょ
う
。

感
染
さ
れ
た
方
へ
の
配
慮
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
六
十
五
年
目
を
迎

え
る
本
年
度
も
、
職
員
一
同
心
を
尽
く
し
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

何
卒
ご
支
援
の
程
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

学
園
長


